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【　第 4 回中標津町総合計画審議会報告　】 

 

日時：令和 7 年 7 月 28 日（月）18：30～20：45 

場所：中標津町総合文化会館 第 2研修室 

出席者：審議会委員 15 名、事務局 5 名 

 

＜会議次第＞ 

１　開　会 

２　会長挨拶 

３　議　題　　 

（１）第７期中標津町総合計画後期基本計画（素案）について 

（２）その他 

４　閉　会 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

＜会議結果報告＞ 

１　開会 

 

２　会長挨拶　 

 

３　議題 

※中標津町総合計画審議会条例第６条第１項の規程に基づき、小田会長が進行した。 

（１）第７期中標津町総合計画後期基本計画（素案）について 

※政策推進課　伊與部係長より、資料に基づき説明。その後グループワーク実施。 

【グループワーク「後期基本計画（素案）の内容への意見」】 

　・第 3 回総合計画審議会までの意見を踏まえて作成した第 7期中標津町総合計画後期基本計画 

（素案）について、総合計画審議会意見対応状況一覧表（別紙資料）を確認しながら、計画 

の記載内容についての肯定・改善意見含めた意見交換を行った。 

⇒別紙資料のとおり 80 の意見が出された。 

　　⇒上記で出された意見を踏まえて後期基本計画（素案）の修正等を検討。 
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（２）その他 

 

４　閉会 
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第４回中標津町総合計画審議会

第７期中標津町総合計画
後期基本計画（素案）について
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総合計画について【これまでの振り返り】

　総合計画は、まちづくりの総合的な計画として最

も上位に位置づけられるもの。

　第7期中標津町総合計画　前期基本計画
（令和3年度～令和7年度）

　第7期中標津町総合計画　後期基本計画
（令和8年度～令和12年度）

令和7年度中

に策定
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前回の振り返り（5/28,29）

　「5年後の中標津に向けて『さらにこうしたい』事」を

　 付箋に書いて模造紙に貼っていく。

　 上記の中から「特に大切にしたい事」を3つ程度挙げる。

１

骨子案について「審議会意見」と「町の考え方」を見ながら

２

　『今後5年間のまちづくりの大まかな方向性』

について話し合ってきました。
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今日の位置づけ

・委嘱、諮問
・後期基本計画策定の流れの説明

第1回
（12月）

・後期基本計画骨子案の説明
・グループワーク「5年後の中標津の『こうなったら良いな』」

第2回
（前回）

・後期基本計画骨子案の意見交換（役場課長同席）
・グループワーク「5年後の中標津に向けて『さらにこうした

　 い』事」

第3回
（今回）

・後期基本計画素案の説明、意見交換
・グループワーク「後期基本計画（素案）記載内容の意見交
     換」

第4回
（7月）

・後期基本計画修正案の意見交換
第5回

（9月）

大まかな方向性

（骨子）

の意見交換

計画書の内容

の意見交換
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今日の位置づけ

・後期基本計画の最終調整、答申第6回
（11月）

パブリックコメント
（1ヶ月間）
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第7期総合計画の役割

　総合計画は、まちづくりの総合的な計画として最も上位に位置づ

けられるものであり、以下の役割を持ちます。

 ※ SDGｓの理念を目指して推進
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第7期総合計画の構成と計画期間

　まちづくりの目標（基本理念と将来像など）を明らかにし、その
実現に向けた施策の大綱等を示すもの。

　基本構想で定めた目標の実現に向けた各分野の取り組み（施策）
等を示すもの。

　基本計画に基づいて、社会情勢の変化に対応しながら、施策の優
先度、緊急度、効果度を総合的に勘案し、具体的な事業内容、財源
等を示すことにより、予算編成の指針となるもの。

　総合計画は、基本構想・基本計画・実施計画の3つで構成されます。
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第7期総合計画の構成と計画期間
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後期基本計画（素案）のポイント

　基本計画は目標の実現に向けた各分野の取り組
みの方向性を示すもの。

　具体的な事業の内容は、基本計画に基づいて毎

年度実施計画で定めていく。

　⇒基本計画に記載されている内容が、『町の行政

　経営の指針』となる。



10

後期基本計画（素案）のポイント

現状と課題 町を取り巻く現状や課題、施策の背景。

目指す姿 令和12年度に中標津町がどのような町であるべきか分野毎に整理。

成果指標 まちづくりを進める上での数値的な目標設定。

主要施策 各分野における取り組みの方向性。

（行政が取り組むもの）

みんなの行動目標 各分野における取り組みの方向性。

（町民・団体・企業も一緒に取り組むもの）
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後期基本計画（素案）のポイント

・町内会への加入促進と時代のニーズに即した行政と町内会の連携の
　あり方を整理する。
・多様な外国人材を誘致し地域の課題解決・活性化を図る。
・大学・専門学校等や大学生等との交流・連携により、専門的知見や
　若者目線を活かした地域活性化を目指す。
・若者の町への愛着を深める取り組みや若者が挑戦できる環境づくり
　を進め、若者に選ばれるまちを目指す。
・中標津町の拠点性を高める複合型交流施設の整備を検討する。
・近隣自治体との広域連携を推進し、地域活性化や人口減少に備えた

　行政機能の維持を図る。

第1章



12

後期基本計画（素案）のポイント

・子どもを生み育てやすい環境づくりのため、保育料の負担軽減、子ど

　もの医療費などの負担軽減の検討など、子育て世帯への支援を行う。

・介護保険サービスの充実や、介護事業者の人材確保・育成を図る。

・地域共生社会の実現に向け、高齢・障がい・児童その他の福祉の包括

　的な支援体制を整備する。

・健康寿命を延ばすため、運動を習慣化できる環境づくりを推進する。

・自殺予防対策を図り「誰も自殺に追い込まれることのない中標津町」

　の実現を目指す。

第2章
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後期基本計画（素案）のポイント

・農産物の地産地消や需要拡大・販路拡大を推進する。

・根室管内、釧路管内、オホーツク管内の地域間連携を図り、インバウ

　ンド需要を見据えた広域観光施策を展開する。

・町内企業の町外からの人材確保の機運醸成と、本町での就職を希望す

　る人の増加を図り、働き手不足解消のためのUIJターンを推進する。

・働き手不足解消に向け、企業等の外国人材受け入れの機運醸成と、外

　国人材受け入れ拡大による持続可能な労働環境の整備を図る。

第3章
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後期基本計画（素案）のポイント

・少子高齢化社会を見据えた地域交通に向けて、利便性が高く、持続可

　能なバス路線の運航体制を推進する。

・インバウンド需要も見据えた外国人誘客など、更なる空港利用促進に

　向けた航空ネットワークの維持・拡充に取り組む。

・地域防災リーダーや防災士等と連携をとりながら、自助・共助の必要

　性、家庭での備えの重要性を訴え、家庭での災害の備えを促進する。

・野生鳥獣による人的被害の防止と農業被害の抑制に努める。

・し尿の広域処理、及び共同処理に向けた受入施設を計画的に整備する。

第4章
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後期基本計画（素案）のポイント

・子どもたちの「個別最適な学び」と「協働的な学び」を推進し、高度

　情報化社会に対応した情報活用能力の育成を図る。

・学校運営協議会と地域学校協働活動の連携など、保護者や地域住民の

　学校運営の参画を促進し、地域の総合力による教育を推進する。

・子どもたちの文化・スポーツ活動に親しむ機会確保の持続可能な体制

　構築に向け、学校や地域の多様な団体との連携強化を推進する。

・学校の学習環境の整備と少子化を踏まえた適正な学校規模を検討する。

・地域振興や観光振興を見据えた文化遺産を活かしたまちづくりを推進

　する。

第5章
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グループワークの流れ

「後期基本計画（素案）の記載内容への意見」を付箋に書い 
    て素案（A3印刷）に貼っていく。

事前に送付した「総合計画審議会意見対応状況一覧表」を見ながら、

※総合計画は町民と行政の「協働」の計画書です。5年後を見据え、

　私たちが何をするべきかを考えてください。

後期計画のここは良い、
こうした方が良い　等
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グループワークの流れ

⇒素案（A3印刷）にまとめた意見は後日役場内で協

　議し、後期基本計画の修正の可否を検討。

　※必ずしも意見の全てが反映されるわけではなく、

　　意見毎に役場内で協議します。
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グループワークの流れ　
　　全体の時間は75分です。進め方は下記のとおりです。

（1）最初に簡単な挨拶をしてください。

（2）事前に整理いただいた後期基本計画（素案）に対する意見

　　 や、事前説明を聞いて感じた意見等、「後期基本計画（素

　　 案）の記載内容への意見」を付箋に書いて下さい。

     【10分】
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グループワークの流れ　
（3）意見交換を行います。付箋に書いた内容を発言しグルー

　　 プ内で共有いただいた後、書記に付箋を渡してください。

     【50分】

     ※書記は付箋に必要に応じて補足事項を書き加え、模造紙に貼り付けます。

（4）グループ毎に発表する方を決め、グループの主な意見・

　　 特徴的な意見を発表してください。【15分】
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グループワークにあたって

※グループワークは「グループ内全員で一つの結論を導く」

　というよりも「それぞれの意見をどんどん出して冊子に

　まとめていく」というイメージです。

※別のグループの分野に対する意見は、別途「意見集約シー

　ト」をメールまたはFAXでご提出ください。

　【期限：7月31日（木）】
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グループワークの流れ
　
【進行役】

　小田会長、本間副会長、小柳委員、田中委員

【書記】

　渡部課長、佐藤主幹、伊與部係長、本間主査
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グループワークのルール　
①参加・・・積極的、主体的に参加する。

②尊重・・・お互いを尊重し、傾聴する。（批判し

　　　　　　ない）

③守秘・・・個人的な情報は会議の外に持ち出さな

　　　　　　い。

④時間・・・時間を守る。（一人で話しすぎない）
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グループワークの流れ

「後期基本計画（素案）の記載内容への意見」を付箋に書い 
    て素案（A3印刷）に貼っていく。

事前に送付した「総合計画審議会意見対応状況一覧表」を見ながら、

※総合計画は町民と行政の「協働」の計画書です。5年後を見据え、

　私たちが何をするべきかを考えてください。

後期計画のここは良い、
こうした方が良い　等



総合計画審議会意見対応状況一覧
分野 意見（特に大切にしたい事） 対応の有無 対応部署 前期計画 後期計画（素案） 町の考え方

・議会に限らず、議論や政策のプロセ
スを公開していく仕組みを作ってい
く。興味関心を持ってもらう、届ける
ための工夫が必要。（若者向けの動画
発信など）

有
総務課

政策推進課

1-1 協働のまちづくりの推進
【現状と課題】
 さらに、町民の視点に立った行政側の情報発信と、情報を受け取る側の町
民や団体・企業などが自ら取得する意識を持つなど、自治基本条例の基本原
則である町民と行政の「情報共有」の強化が必要となっています。
【主要施策】
（４）わかりやすい情報発信の推進
①個人情報保護に留意した情報公開制度の適切な運用に努めるとともに、受
け取る側の視点に立った、わかりやすい情報発信に努めます。
②多様なメディアを活用した効果的な情報発信に努めます。

1-1 協働のまちづくりの推進
【現状と課題】
 さらに、町民の視点に立った行政からの情報発信と、デジタルコンテンツ
を活用した分かりやすい情報提供により、町民や各種団体・企業が自ら情報
を取得する意識を高め、自治基本条例の基本原則である町民と行政の「情報
共有」を強化する必要となっています。
【主要施策】
（４）わかりやすい情報発信の推進
①個人情報保護に留意した情報公開制度の適切な運用に努めるとともに、受
け取る側の関心や視点に立った、わかりやすい情報発信に努めます。
②動画配信等、多様なメディアを活用した効果的な情報発信に努めます。

 今年度より、議会においては動画配信に着手していま
す。これまで、動画配信についてはノウハウ不足等によ
りあまり積極的に行ってきていない状況もありました
が、今後若い世代に対しての情報発信の媒体としてＳＮ
Ｓや動画配信は重要な手法と考えられることから、「現
状と課題」及び「主要施策」において動画という文言の
記載し、若い世代を含めて関心を引くような情報発信を
推進していきます。

・道東の広域的な地域をつなぐハブと
して文化遺産・歴史等の地域資源を活
かした施策が必要。（格子状防風林を
世界遺産にしていくような視点）

有

経済振興課
都市住宅課
社会教育課

5-4 地域文化の振興
【現状と課題】
 また、本町の文化財（建造物）は老朽化が進んでおり、後世に町の歴史や
文化を伝える遺産として、その活用の方法と適切な保護・保存が求められて
います。今後、文化財を活かしたまちづくりを進めるため、町民の文化財保
護意識の醸成を図るとともに、関係機関との検討を重ね、その方針を定める
必要があります。
【主要施策】
（4）文化財の保護と活用
①文化財保護推進と啓発を行うとともに、適切な保護・保存・活用を行うた
めの方針を定め、関係機関と連携しながら地域振興や観光振興を見据えた文
化資産を活かしたまちづくりを検討します。

5-4 地域文化の振興
【現状と課題】
 また、先人たちの苦労と成功体験を物語る文化的景観や建造物などの有
形・無形の文化財は、後世に町の歴史や文化を伝える遺産として、その活用
の方法と適切な保存が求められています。今後、町民の文化財保護意識の醸
成を図るとともに、関係機関と連携しながら地域に遺る文化財の保存と積極
的な活用により、町民が文化財に親しむ機会の充実に向けて、文化遺産を活
かしたまちづくりを進める必要があります。
【主要施策】
①文化財保護推進と啓発を行うとともに、適切な保存・活用を行うための方
針に基づき、関係機関と連携しながら地域振興や観光振興を見据えた文化遺
産を活かしたまちづくりを推進します。

 格子状防風林を含めた「文化的景観」や「建造物」な
ど、有形・無形の文化財を後世に町の歴史や文化を伝え
る遺産として、その活用の方法と適切な保存が求められ
ているものとして整理し、「現状と課題」及び「主要施
策」においてその旨を盛り込む事としました。

・地域の防災意識を高める事と地域コ
ミュニティの強化は密接につながって
いる。双方が連携した取組みが必要。

有 総務課

4-5 消防・防災・減災の充実
【現状と課題】
 また、大規模災害時においては行政による「公助」だけでなく、町民が自
分の身を守る「自助」、町民同士で助け合う「共助」が重要となっていま
す。「自助」の強化に向けた家庭での災害への備えは、徐々に町民に浸透し
てきている状況もあり、今後も、災害に対する町民意識の高揚を図るととも
に、自助・共助・公助の有機的な連携により地域防災力の向上を図る必要が
あります。

4-5 消防・防災・減災の充実
【現状と課題】
 また、大規模災害時の対応は、ひとつの自治体では困難であるため、津波
の影響がなく空港がある町という特性を活かし、沿岸地域の後方支援拠点と
して機能できるよう、道や周辺自治体との連携を強化する必要があります。
 さらに、「自助」「共助」「公助」の効果的な組み合わせが一層重要であ
り、町民による防災活動が徐々に浸透してきた状況を踏まえ、防災士や地域
防災リーダーと協力し、住民同士や地域間の連携を促進しながら、地域防災
力の向上を図る取り組みが必要です。

 「主要施策」の（2）防災・減災体制の強化におい
て、「地域コミュニティ組織との連携体制の整備強化を
図ります。」としておりますが、「現状と課題」におい
ても自助・共助・公助の重要性や、住民同士や地域間の
連携促進について触れ、一歩踏み込んだ記載としまし
た。

・防災リーダー養成をしたが今後は活
動できるリーダーの育成が必要。どう
防災リーダーが地域に入っていくかが
課題で、リーダーが学んでいく必要が
ある。

有 総務課

4-5 消防・防災・減災の充実
【主要施策】
（３）地域防災力の向上
 ⇒右欄の項目を新規追加

4-5 消防・防災・減災の充実
【主要施策】
（３）地域防災力の向上
③地域防災リーダーや防災士等と連携をとりながら、自助・共助の必要性、
家庭での備えの重要性を訴え、日頃から家庭で災害への備えをしている町民
の割合の向上を図ります。

 地域防災リーダーの育成については、地域住民である
地域防災リーダーが、住民に対して行う防災活動の中で
学んでいくことが重要である事から、地域防災リーダー
が地域と関わっていく施策として、新たな主要施策を追
加しています。

生活環境分野



総合計画審議会意見対応状況一覧
分野 意見（特に大切にしたい事） 対応の有無 対応部署 前期計画 後期計画（素案） 町の考え方

・町内会加入率については、担当部署
だけでなくて横断的に対策していく事
が必要。

有 生活課

1-1 協働のまちづくりの推進
【現状と課題】
また、協働のまちづくりを進めるためには、地域コミュニティ組織など、連
携の地盤となる日ごろからの繋がりが重要となります。その中でも町内会
は、地域の総意を代表する組織として、また、地域コミュニティ組織とし
て、町民主体の自治の実現に向けて重要な組織ですが、近年、加入率が4割
程度となるなど、加入者の減少による機能低下が大きな課題となっていま
す。今後は、町内会の加入促進を含めた地域コミュニティ活性化や、行政
と、町民・団体・企業、町外在住の方を含めた連携の体制づくりを進め、幅
広い繋がりを築いていく必要があります。
【主要施策】
（5）自治・コミュニティ活動の推進
①町内会への加入促進を図るなど、地域の総意を代表する組織としての強化
を図ります。

1-1 協働のまちづくりの推進
【現状と課題】
また、協働のまちづくりを進めるためには、地域コミュニティ組織など、連
携の地盤となる日ごろからの繋がりが重要となります。その中でも町内会
は、地域の総意を代表する組織として、また、地域コミュニティ組織とし
て、町民主体の自治の実現に向けて重要な組織ですが、近年、加入率が3割
程度となるなど、加入者の減少による機能低下が大きな課題となっていま
す。今後は、町内会の加入促進と合わせ、時代のニーズに即した行政と町内
会における連携のあり方を整理し、行政と、町民・団体・企業、町外在住の
方を含めた連携の体制づくりを進め、地域コミュニティを築いていく必要が
あります。
【主要施策】
（5）自治・コミュニティ活動の推進
①町内会への加入促進と合わせて、時代のニーズに即した行政と町内会にお
ける連携のあり方を整理し、地域の総意を代表する組織としての強化を図り
ます。

 町内会については、それぞれの部署で行政協力業務が
存在し町内会に依頼をしている状況ではありますが、そ
の依頼内容が、町内会の過度な負担になっていないか整
理する等、町内会がしっかりと活動し加入促進が図られ
るよう、まずは町と町内会の連携におけるあり方を整理
していく事が重要であると考えますので、その旨「現状
と課題」及び「主要施策」において整理しました。

・情報発信はLINEがもっと活用でき
れば良いが予算も限られているので、
今使える機能で工夫して。情報発信手
段（ツール）はいずれ廃れていくの
で、より多くの人に伝わる方法が必
要。

無 総務課

 現在、本町におけるプッシュ型情報発信の主なツール
は公式LINEとなっており、LINEは多くの日本人が日常
的に利用する身近なコミュニケーションツールであるこ
とから、このツールを最大限活用するための研究を継続
して進めていく考えです。また、情報発信を効果的に行
うためには、複数のツールを組み合わせて活用すること
が重要であるため、X（旧Twitter）やFacebookの活用
を積極的に進めるほか、その他のデジタルコンテンツに
も注視していく事も重要であると考えています。
 その旨、現状の「主要施策」の（4）わかりやすい情
報発信において多様なメディアを活用した効果的な情報
発信を行う旨整理しておりますので、この記載内容によ
り施策を進めたいと考えております。

・若者が戻ってくるまちづくり。行政
はきっかけであり、一番大切なのは
「本人の思い」。それには親の声掛け
をはじめ、町民みんなの行動が大切。
総合計画のみんなの行動にも入れられ
るのではないだろうか
人口減少は若い人がいないと対応でき
ないので

有 政策推進課
1-2 国際化、地域間交流の促進
【みんなの行動目標】
○国際交流や地域間交流に積極的に参加しましょう。

1-2 国際化、地域間交流の促進
【みんなの行動目標】
○国際交流や地域間交流に積極的に参加しましょう。
○若者の取り組みを応援しましょう。
○若者の意見を積極的に取り入れましょう。

 若者に選ばれる・若者が戻ってくるまちづくりとし
て、まちへの愛着を深める取り組みを進めるとともに、
若者を応援する、若者の意見を積極的に取り入れる事は
今後重要であると考えています。御意見のとおり、町民
の方々の行動も大切である事から、「みんなの行動目
標」において、「若者の取り組みを応援しましょう」・
「若者の意見を積極的に取り入れましょう」という行動
目標を追加させていただきました。



総合計画審議会意見対応状況一覧
分野 意見（特に大切にしたい事） 対応の有無 対応部署 前期計画 後期計画（素案） 町の考え方

・起業、副業、チャレンジを応援する
仕組み。しかし、ただ補助金を出すよ
うな仕組みだと、変な事業が出てくる
可能性もあるので、釧路のKCボード
のような工夫が必要

有
政策推進課
経済振興課

1-2 国際化、地域間交流の促進
【主要施策】
 ⇒右欄の項目を新規追加

1-2 国際化、地域間交流の促進
【主要施策】
（４）多様な主体の交流・連携による地域活性化の推進
③町内外の若者の交流を促進するとともに、一度町を離れた若者が戻ってき
たいと思えるよう町への愛着を深める取り組みや若者が挑戦できる環境づく
りを進め、若者に選ばれるまちを目指します。

 若者のチャレンジを応援する仕組みについては、若者
が町への愛着を深めるため、若者が地域で活躍するため
に重要な施策だと考えています。本町が若者に選ばれ・
若者が戻ってくる町になるための施策として、若者の交
流促進や愛着を深める取組と合わせて、若者が挑戦でき
る環境づくりについて「主要施策」に新たに盛り込む事
としました。

・地場産品のPRとして、農業高校とIT
専門学校を活用したブランディングや
見せ方の工夫。また、農業、産業、文
化遺産含めて地域の魅力を発信するこ
とで、中標津町の知名度の向上

有
農林課

経済振興課
農業高校

3-1 農業の振興
【主要施策】
（１）農業の生産性・収益性・付加価値向上
②農業の付加価値向上に向けた生産・加工・販売を促進するとともに、品質
向上や地産地消を推進します。

3-1 農業の振興
【主要施策】
（１）農業の生産性・収益性・付加価値向上
②農産物の品質向上を図るとともに、付加価値向上に向けた生産・加工・販
売を促進します。また、地産地消や需要拡大・販路拡大を推進します。

 農畜産物の付加価値向上を図り販売を推進すること
は、地場産品のPRに寄与するものであり重要な施策で
あると考えます。一方で、農業高校とIT専門学校と連携
したブランディングについては、あくまで学校は教育が
主目的である事から学習カリキュラムとの調整もあるた
め、総合計画で個別具体的に記載する事は適切ではない
側面もあります。ブランディングや見せ方の工夫につい
ては、今後の施策の実行段階で検討を進めるものとし
て、まずは「主要施策」において地産地消や需要拡大・
販売拡大について記載する事としました。

経済・雇用分野

・居住環境（アパートがない、ホテル
がない など）に係る様々な課題の解
決がされているとよい。生活分野と経
済分野の隙間、そこが課題。

有
政策推進課
経済振興課
都市住宅課

1-5 安定した行政経営の推進
【現状と課題】
 ⇒右欄の文章を新規追加

3-4 観光の振興
【現状と課題】
 また、本町は観光繁忙期には宿泊施設が不足する状況もあり、観光施策の推
進に向けては、民間団体との連携強化や（一社）なかしべつ観光協会の独立運
営支援など、観光推進体制の強化を同時に進める必要があります。

4-4 住環境の充実
【現状と課題】
 住宅は人々の生活基盤であり、成熟した社会においてはゆとりある空間を活
かした住宅地等の形成が大切です。
 そのためには、事業者への適切な宅地開発の指導や誘導と、将来に向けた良
好な住宅を維持することが望まれます。
 また、公営住宅は、住宅に困窮する町民へ低廉な家賃で供給し、生活の安定
と社会福祉の増進に寄与することを目的としていますが、施設老朽化や人口減
少に伴う民間借家の空室率増加などの課題もあり、適正な管理戸数の検討や、
時代に適した新たな公営住宅のあり方の検討が求められています。

1-5 安定した行政経営の推進
【現状と課題】
 特に、行政ニーズが多様化、複雑化する中、山積する課題に対応するために
は、分野間の横断的連携の強化がこれまで以上に求められています。

3-4 観光の振興
【現状と課題】
 また、本町は観光繁忙期には宿泊施設の受け入れ体制が課題となっています
が、現在宿泊施設の整備が見込まれており、一定の改善が期待されます。一方
で観光需要の変動にも柔軟に対応できる体制づくりが求められることから、民
間団体との連携強化や（一社）なかしべつ観光協会の持続可能な運営体制の構
築支援など、観光推進体制のさらなる充実が必要です。

4-4 住環境の充実
【現状と課題】
 近年、本町の人口は緩やかに減少傾向にあるものの、家族形態の変化や単独
世帯の増加により世帯数は増加又は横ばいの状況が続いており、新築住宅の建
設をはじめ、中古住宅や賃貸物件の流通など一定水準の住宅需要が存在してい
ます。
 住宅は人々の生活基盤であり、成熟した社会においてはゆとりある空間を活
かした住宅地等の形成が大切です。
 そのためには、事業者への適切な宅地開発の指導や誘導と、将来に向けた良
好な住宅を維持することが望まれます。
 また、公営住宅は、住宅に困窮する町民へ低廉な家賃で供給し、生活の安定
と社会福祉の増進に寄与することを目的としていますが、施設老朽化や人口減
少などの課題もあり、適正な管理戸数の検討や、時代に適した新たな公営住宅
のあり方の検討が求められています。

 近年、本町における民間の経済活動の活発化などの影
響もあり、宿泊施設の需要に対して供給が追い付いてい
ないと言われていますが、近年の宿泊施設の建設ラッ
シュの状況や、実際にどの程度不足しているのか正確な
数字を把握できていない点、また、繁忙期だけでなく通
年を通した需要など総合的な判断が必要であることか
ら、今後の情勢も踏まえながら、町としても今後の動き
を見据えていく必要がある旨、「現状と課題」の中に盛
り込む事としました。
 また、賃貸住宅に関しても、住宅の総数が不足してい
るというよりも、築年数等により希望する住宅が不足し
ているという、マッチングの問題の可能性もあるため、
まずは「現状と課題」において一定水準の住宅需要があ
る旨、整理する事としました。
 加えて、生活分野と経済分野の隙間の問題であるとの
ご意見に対しては、第7期総合計画は横断的な目標3とし
て「横断的連携の強化」を掲げ、部局間の連携強化を
図っていくものとしておりますが、より、その重要性が
高まっている旨整理するため、「現状と課題」において
その旨記載する事としました。
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・IT専門学校と、他の学校や地域企業
との連携強化を図る。交流機会が増え
ることで、お互いの理解促進が促さ
れ、IT専門学校の学生への出口戦略に
もつなげていければ

有
経済振興課

（政策推進課）

1-2 国際化、地域間交流の促進
【主要施策】
 ⇒右欄の項目を新規追加

※経済振興課として整理したものではないが、政策推進課の整理の中で読み
取れるものとして思慮。

1-2 国際化、地域間交流の促進
【主要施策】
（４）多様な主体の交流・連携による地域活性化の推進
②大学・専門学校等の高等教育機関や大学生等との交流・連携により、専門
的知見や若者目線を活かした地域活性化を目指します。

 地場産品のPRにおいて、IT専門学校との個別具体的
な連携について総合計画に記載する事は適切ではないと
考えを整理しておりますが、一方で、様々な分野におい
て大学・専門学校（IT専門学校に限らず）と連携してい
く事は、町の活性化にとって重要であると考えるため、
幅広い連携に向けて大学・専門学校、大学生等との交
流・連携について新たな「主要施策」を設定しておりま
す。

・福祉は「ふつうの暮らしの幸せ」と
いう意味がある。それができるよう
に。
・もう既にいろんな取り組みがされて
いるがそれでも追いつかない現実があ
る。各分野が縦割りになるのではなく
て幅広く横断的な連携が必要。子供の
為に時間を取ろうと思ったら仕事をフ
ルタイムで働けなくなり働き手不足に
つながる、親の介護をしようと思って
仕事を辞めたら生活が苦しくなる等、
色んな所につながっている。基本計画
に入っている「横断的な連携」は改め
て重要。

有 福祉課

2-4 地域福祉の充実
【現状と課題】
 少子高齢化や核家族化などの進展により、社会構造や家庭環境が大きく変
化し、人と人とのつながりが弱まってきており、国では、この社会構造や
人々の暮らしの変化を踏まえ、地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と
人、人と資源が世代や分野を超えてつながることで、地域全体で支え合い、
助け合い、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、そして地域をともに創って
いく「地域共生社会」の実現を目指しています。
 本町では、中標津町社会福祉協議会をはじめとした関係団体や民生委員児
童委員などの活動を支援し、地域福祉活動の活性化を図るとともに、支え合
い助け合う地域づくりの推進のため、ボランティア活動の普及など町民の福
祉意識の高揚を図ってきました。
 今後も、これらの施策を継続するとともに、町民のふれあいと交流の促進
及び地域福祉の拠点である中標津町総合福祉センターの運営充実と利用促進
を図っていく必要があります。
【主要施策】
（1）地域福祉社会の形成
 ⇒右欄の項目を新規追加

2-4 地域福祉の充実
【現状と課題】
少子高齢化や核家族化などの進展により、社会構造や家庭環境が大きく変化
し、住民関係の希薄化や個人情報の配慮などから、家族や地域で支え合う機
能は弱まってきており、加えて地域福祉の担い手不足など、これまで地域を
支えてきた相互扶助の体制が崩れつつあります。
 誰もが安心して暮らし続けられる社会を実現するため、公的な支援（公
助）だけではなく、自らの努力（自助）と地域住民の助け合い（共助）、こ
れらが相互に補い合い、社会的・経済的に弱い立場にある高齢者や障がい
者、生活困窮者、ひとり親家庭などへの支援をはじめ、地域の将来を担う子
どもたちを安心して生み育てることができる環境づくりを推し進めることが
重要です。地域生活課題を抱えながらも、住み慣れた地域で自分らしく暮ら
していけるよう、地域におけるつながりや支え合いを強め、行政や地域住
民、社会福祉関係者、ボランティア団体等がそれぞれの役割を果たし、地域
をともに創っていく「地域共生社会」の実現が求められています。
 本町では、中標津町社会福祉協議会をはじめとした関係団体や民生委員児
童委員などの活動を支援し、地域福祉活動の活性化を図るとともに、支え合
い助け合う地域づくりの推進のため、ボランティア活動の普及など町民の福
祉意識の高揚を図ってきました。
 今後も、これらの施策を継続するとともに、町民のふれあいと交流の促進
及び地域福祉の拠点である中標津町総合福祉センターの運営充実と利用促進
を図っていく必要があり、地域福祉について「中標津町地域福祉計画（令和
８年度～令和１２年度）」と整合性を図りながら推進していきます。
【主要施策】
（1）地域福祉社会の形成
④地域共生社会の実現に向け、高齢・障がい・児童その他の福祉の包括的な
支援体制を整備します。

 地域福祉に関して、現在「中標津町地域福祉計画」を
作成中であり、本計画では地域の生活課題、課題解決に
向けた取り組みを検討し、町民一人ひとりの役割、地域
や行政、社会福祉協議会等それぞれの役割を明確化し、
地域共生社会の実現に向け、高齢・障がい・児童その他
の福祉の包括的な支援体制の構築を図るものとしていま
す。いただいたご意見は地域福祉計画に係る取り組みを
進める事で対応していく事が重要であると考えておりま
すため、「現状と課題」及び「主要施策」において地域
福祉計画に係る包括的な取り組みについて記載いたしま
す。



総合計画審議会意見対応状況一覧
分野 意見（特に大切にしたい事） 対応の有無 対応部署 前期計画 後期計画（素案） 町の考え方

・もう既にいろんな取り組みがされて
いるがそれでも追いつかない現実があ
る。各分野が縦割りになるのではなく
て幅広く横断的な連携が必要。子供の
為に時間を取ろうと思ったら仕事をフ
ルタイムで働けなくなり働き手不足に
つながる、親の介護をしようと思って
仕事を辞めたら生活が苦しくなる等、
色んな所につながっている。基本計画
に入っている「横断的な連携」は改め
て重要。

有 政策推進課
1-5 安定した行政経営の推進
【現状と課題】
 ⇒右欄の文章を新規追加

1-5 安定した行政経営の推進
【現状と課題】
 特に、行政ニーズが多様化、複雑化する中、山積する課題に対応するため
には、分野間の横断的連携の強化がこれまで以上に求められています。

 第7期総合計画は横断的な目標3として「横断的連携の
強化」を掲げ、部局間の連携強化を図っていくものとし
ておりますが、より、その重要性が高まっている旨整理
するため、「現状と課題」においてその旨記載する事と
しました。

・介護人材の確保が大切。 有 介護保険課

2-2 高齢者福祉の充実
【主要施策】
（１）安心して暮らせる地域づくり
②介護保険サービスの充実に努めるとともに、適切なサービスの供給量の確
保と、供給量に見合った介護保険料の設定に努めます。

2-2 高齢者福祉の充実
【主要施策】
（１）安心して暮らせる地域づくり
②介護保険サービスの充実に努めるとともに、介護事業所の人材確保・育成
を図る等、適切なサービスの供給量の確保と、供給量に見合った介護保険料
の設定に努めます。

 ご意見の「介護人材の確保が大切」については、人口
減少・少子高齢化の進展により、本町においても介護
サービスの需要が増加する一方で、介護人材が不足して
いる状況であり、今後より厳しい状況となる事が想定さ
れるため、しっかりと対策を講じていく事が重要である
事から、「主要施策」において介護事業所の人材確保・
育成について明記しております。

・健康寿命を延ばす取組を推進する、
それによって高齢者の居場所・働く場
所を充実させる。互いに助け合う共助
の精神も重要。

有
健康推進課
福祉課

2-5 健康づくりの推進
【目指す姿】
健康で自分らしく豊かな人生を送ることを目標に、子どもから高齢者まで町
民の健康づくりを目指します。
【主要施策】
（1）健康づくりの推進
①健康に対する正しい知識の普及を図るとともに、関係機関・町民と連携
し、健康づくりの推進を図ります。

2-5 健康づくりの推進
【目指す姿】
健康寿命を延ばし、自分らしく豊かな人生を送ることを目標に、子どもから
高齢者まですべての町民のこころとからだの健康づくりを目指します。
【主要施策】
①健康に対する正しい知識の普及を図るとともに、健康寿命を延ばすため、
関係機関・町民と連携し、運動を習慣化できる環境づくりの推進を図りま
す。

 ご意見の「健康寿命を延ばす取組を推進する」につい
ては、子どもから高齢者まで町民の健康づくりを目指す
上での明確な目標として重要な視点だと考えておりま
す。ご意見を踏まえて健康寿命を延ばす事について「目
指す姿」及び「主要施策」において明記するよう整理す
るとともに、新たに「健康寿命（平均自立期間）」の成
果指標を設定しました。

・交通アクセスの充実や福祉タクシー
等で高齢者等の買い物支援につなげ
る。

有
生活課
福祉課

4-3 道路・交通網の充実
【現状と課題】
 公共交通機関については、町有バスの郡部3路線を運行しているほか、民
間事業者による市街地循環線と他市町間を結ぶ生活バス路線に対して支援を
行っていますが、人口減少・少子高齢化に伴う利用者数の減少が問題となっ
ており、そのあり方も含めて、効率的・効果的な運行体制の検討が必要で
す。
【主要施策】
（３）効率的な地域交通の推進
①少子高齢化社会を見据えた地域交通のあり方を検討し、各種バス路線や実
施体制を含めた効率的・効果的な運行体制の推進に努めます。

4-3 道路・交通網の充実
【現状と課題】
 公共交通機関については、町有バスの郡部3路線を運行しているほか、民
間事業者による市街地循環線と他市町間を結ぶ生活バス路線に対して支援を
行っていますが、人口減少・少子高齢化に伴う利用者数の減少が問題となっ
ていることから、中標津町地域公共交通活性化協議会（法定協議会）が設立
され、公共交通の在り方について検討が進められています。少子高齢化社会
を見据えた地域交通に向けて、町民にとって利便性が高く、持続可能なバス
路線の運行体制の推進が必要です。
【主要施策】
（３）効率的な地域交通の推進
①少子高齢化社会を見据えた地域交通に向けて、町民にとって利便性が高
く、持続可能なバス路線の運行体制の推進に取り組みます。

 地域交通（公共交通）については、自家用車の普及に
より利用者が大きく落ち込んでいる一方で、学生・高齢
者にとっては必要なものであり、少子高齢化社会を見据
えた持続可能なバス運行体制が必要であると認識してお
ります。現在、より利便性が高く、効率的で持続可能な
生活路線を目指して、郡部地区のデマンド化も含め、バ
ス路線やダイヤ見直しに取り組んでおり、令和7年10月
から、実証事業等を通して検討を進めていきます。
 これらを踏まえて、町民の利便性が高い地域交通につ
いて「現状と課題」及び「主要施策」においてしっかり
と明記する事としています。

健康・福祉・子育て分野
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・子育て医療費の支援が必要。
・子育て支援はハード、お金、ソフト
が重要。子育て支援に手厚い町に。給
食無償化や医療費無償化、地域で学ぶ
機会の創出、町外出身者（転勤族）等
へのお母さんの孤立防止等の幅広い対
策が必要。

有
子育て支援課
給食センター

2-1 子育て支援の充実
【主要施策】
（1）地域全体で子育てを支援・応援する体制づくり
③児童手当やひとり親家庭への支援など、子育て世帯の経済的な負担軽減を
図ります。

2-1 子育て支援の充実
【主要施策】
（3）子どもを健やかに生み育てる環境づくり
③子どもを生み育てやすい環境のため、保育料の負担軽減、及び子どもの医
療費などの負担軽減の検討、ひとり親家庭への支援など、子育て世帯への支
援を行います。

 こども医療費については、第3期中標津町子ども・子
育て支援事業計画（計画期間：R7～R11）において、
「こども医療費の減免」の実施に向け検討するとしてい
ることから、いただいたご意見も踏まえて「主要施策」
に明記しました。
 また、「地域で学ぶ機会の創出」や「母親の孤立防止
対策」は、現在、子育て支援課や保健センターにおい
て、「子育て世代包括支援センター」や「子ども家庭総
合支援拠点」、「子育てサークル支援」等を行ってお
り、今後、これらの相談支援業務等を総体的及び一体的
に進める「こども家庭センター」の設置を予定しており
ます。
 給食無償化については現在国が国策として実施する動
きがある事から、その状況を注視していきたいと考えて
おります。

・自殺対策も重要。（不登校支援にも
関わる。）

有 健康推進課

2-5 健康づくりの推進
【目指す姿】
健康で自分らしく豊かな人生を送ることを目標に、子どもから高齢者まで町
民の健康づくりを目指します。
【主要施策】
（1）健康づくりの推進
③学習会の開催や自殺予防対策など、心の健康づくりを推進します。

2-5 健康づくりの推進
【目指す姿】
健康寿命を延ばし、自分らしく豊かな人生を送ることを目標に、子どもから
高齢者まですべての町民のこころとからだの健康づくりを目指します。
【主要施策】
（1）健康づくりの推進
③自殺対策を考える人材の育成や関係機関と連携した自殺予防対策を図ると
ともに、心の健康づくりを推進することにより「誰も自殺に追い込まれるこ
とのない中標津町」の実現を目指します。

 ご意見の「自殺対策も重要」については、本町が自殺
率が高い状況も鑑み、対策の必要性が高いと認識してい
る事から、新たに「人口10万人対自殺率」の成果指標を
設定するとともに、全国平均以下の数値の達成を目指す
ものとし、「目指す姿」と「主要施策」において、より
明確な記載内容にすることとしました。

・学校規模の検討をするための調査研
究の推進と、町民との対話の機会を設
けてほしい。町民の話を聞いて、みん
なで決めていきたい。

有 教育委員会管理課

5-1 学校教育の充実
【主要施策】
（４）教育環境の充実
①子どもたちが安心して充実した学校生活を送ることができるよう、総合
的・長期的な視点で学校教育系施設の整備・維持管理・必要な機能向上を図
るとともに、学習環境の整備に取り組みます。

5-1 学校教育の充実
【主要施策】
（４）教育環境の充実と学校規模の適正化
①子どもたちが安心して充実した学校生活を送ることができるよう、総合
的・長期的な視点で学校教育系施設の整備・維持管理・必要な機能向上や学
習環境の整備に取り組むとともに、少子化を踏まえた適正な学校規模の検討
を進めます。

 学校規模の適正化については、少子化を踏まえた適正
な学校規模の検討が今後必要であると考えており、「主
要施策」においてその旨明記する事としています。ま
た、町民との対話の場については、「協働のまちづくり
の推進」の主要施策（2）町民のまちづくりへの参画の
推進において、対話による協働のまちづくりを推進する
事を掲げており、今後学校規模の適正化に係る説明会等
の場を通じて意見交換ができればと考えております。

・町全体、全世代でITに強くなってい
ければよい。いわばデジタルシティ
（デジタルタウン）というようなこと
を打ち出す。

有
総務課

学校教育課

5-1 学校教育の充実
【主要施策】
（２）学力向上・健全育成の推進
④1人1台の情報機器端末を活用し、子どもたちが主体的に学ぶための教育実
践や、国際化社会に対応した外国語教育を推進します。

5-1 学校教育の充実
【主要施策】
（２）学力向上・健全育成の推進
④1人1台の情報機器端末を活用した子どもたちの「個別最適な学び」と「協
働的な学び」を推進するとともに、高度情報化社会に対応するため発達段階
に応じた情報活用能力の育成を図ります。
⑤様々な分野でグローバル化が進展する中、外国語でのコミュニケーション
能力の育成を目指し、外国語教育を推進します。

 ご意見の「全世代でITに強くっていければよい」につ
いては、デジタル社会を生きるための「生きる力」とし
て情報活用能力が生涯にわたる学習の基礎となる力であ
ると捉え、義務教育段階からの取り組みとして「学校教
育の充実」に情報活用能力の育成を位置付ける必要があ
ると考えています。そのため、その旨を「主要施策」で
整理するとともに、ICT教育と外国語教育で1つの主要施
策であったものを、2つの主要施策にそれぞれ分け、よ
り明確に整理する事としました。



総合計画審議会意見対応状況一覧
分野 意見（特に大切にしたい事） 対応の有無 対応部署 前期計画 後期計画（素案） 町の考え方

・郷土館を中心に文化、歴史を発信し
て交流できるようになればよい

有 社会教育課

5-4 地域文化の振興
【現状と課題】
 また、本町の文化財（建造物）は老朽化が進んでおり、後世に町の歴史や
文化を伝える遺産として、その活用の方法と適切な保護・保存が求められて
います。今後、文化財を活かしたまちづくりを進めるため、町民の文化財保
護意識の醸成を図るとともに、関係機関との検討を重ね、その方針を定める
必要があります。
【主要施策】
（4）文化財の保護と活用
①文化財保護推進と啓発を行うとともに、適切な保護・保存・活用を行うた
めの方針を定め、関係機関と連携しながら地域振興や観光振興を見据えた文
化資産を活かしたまちづくりを検討します。

5-4 地域文化の振興
【現状と課題】
 また、先人たちの苦労と成功体験を物語る文化的景観や建造物などの有
形・無形の文化財は、後世に町の歴史や文化を伝える遺産として、その活用
の方法と適切な保存が求められています。今後、町民の文化財保護意識の醸
成を図るとともに、関係機関と連携しながら地域に遺る文化財の保存と積極
的な活用により、町民が文化財に親しむ機会の充実に向けて、文化遺産を活
かしたまちづくりを進める必要があります。
【主要施策】
①文化財保護推進と啓発を行うとともに、適切な保存・活用を行うための方
針に基づき、関係機関と連携しながら地域振興や観光振興を見据えた文化遺
産を活かしたまちづくりを推進します。

 文化、歴史の発信や、それを通じた交流については、
中標津町文化財保存活用地域計画において推進する旨明
記しているところであり、町として推進していく考えで
す。「現状と課題」及び「主要施策」において、文化財
の保存・活用や文化遺産を活かしたまちづくりの推進に
ついて整理する事としています。

・部活動の地域展開における様々な課
題（合宿、お金、保険等）が整備され
ていてほしい。

有 教委管理課

5-1 学校教育の充実
【主要施策】
（３）地域との連携強化
 ⇒右欄の項目を新規追加

5-1 学校教育の充実
【主要施策】
（３）地域との連携強化
③子どもたちの望ましい成長を図るため、子どもたちが将来にわたって文
化・スポーツ活動に継続して親しむ機会を確保し、持続可能な体制構築に向
け、学校や地域の多様な団体との連携強化を推進します。

 部活動の地域展開については、本町においても課題で
あると考えておりますがこれまで総合計画に明記されて
おりませんでした。そのため、ご意見を踏まえて部活動
の地域展開を「主要施策」でしっかりと明記する事とし
ました。

・共助のコミュニティがあり、おもい
やりのあるまちになってほしい。まち
のことや学校のことなどを自分事とし
てとらえることができるようなまちに
したい。

有 学校教育課

5-1 学校教育の充実
【主要施策】
（３）地域との連携強化
①地域と学校の連携協力を進め、地域の総合力による教育活動を推進しま
す。

5-1 学校教育の充実
【主要施策】
（３）地域との連携強化
①学校運営協議会と地域学校協働活動の連携など、保護者や地域住民の学校
運営への参画を促進し、地域の総合力による教育活動を推進します。

 町民の皆さんが学校の事を自分事としてとらえられる
ようにするためには、地域と学校の連携協力を進め、地
域の総合力による教育活動を推進することが重要である
と考えています。現状において「主要施策」でその旨記
載があるところですが、より具体的に、また保護者や地
域住民への学校運営の参画を促進する旨を整理し、取組
の方向性を明確にする事としました。また、「みんなの
行動目標」としても、地域活動などに積極的に参加し、
子どもたちと関わり合う事について、前期基本計画に引
き続き明記する考えです。

教育・文化分野



内　容 補　足

1 10 現状と課題
『地域コミュニティ』の言葉が何度か出てきています。
その具体的な意味合いが共有されているか気になりま
す。

町内会以外にも、ＬＩＮＥグループや若者団体等含まれて
いると思う。

2 10 現状と課題
デジタルコンテンツの利用、情報提供について、町民へ
も勧めている（取得する意識を高める）記載が良い。

【いいね！】

3 10 現状と課題
４行目「対話の場にファシリテーターを積極的に活用す
る等、対話による」の部分、ここまで書いてくれてすご
い。

4 10 現状と課題
外部評価とのリンクがとてもわかるリンクになっている。
泣きそうになった。こういう計画はいいですね。まち懇の
声も反映できている。

5 10 その他
旧学校区ぐらいで人が集まれる場所があればいいな。
（小規模多機能自治のイメージ）

計画に入れるとか文言修正とかではない。

6 10・11
現状と課題
主要施策

町内会の加入促進について記載されていることが良い
（施策として記載された）

【いいね！】

7 10・11 その他
町内会に若い力が入ってほしい。（イベントの参加・役員
としての協力・町内会のＩＴ化）

【計画への記載ではなく、具体的な意見として整理（委
員了承）】
自身の町内会に若い人が役員になってくれて、いろいろ
変化があったことから共有を希望

8 10・11 その他 町内会の再編（会員数の偏在・居住地域の変遷）
【計画への記載ではなく、具体的な意見として整理（委
員了承）】

9 11 主要施策
（５）自治・コミュニティ活動の推進において、町内会への
加入促進だけではなく、連携のあり方も整理されてよ
い。

文言の修正等はないが、町内会に入らなくてあたりまえ
ではなく、そうした層をまきこめるあり方の整理としてほ
しい。

10 10・11 主要施策

動画配信など、「見える化」は町民の関心を惹きやすい
と思う。
議会の動画配信始まったので、登録者数はまだ少ない
が楽しみ。

【いいね！】

11 11 主要施策 自治基本条例、チラシがよかった。

12 12 現状と課題
『国際化』の言葉がどこにかかっているのか少しあいま
い

あくまで、地域間交流、若者支援等の一環として国際人
材の繋がりが”手段”として必要ではないのかと思いま
す。

13 12 その他
『地域間交流の促進』をして、最終的にどうしたいのかが
よく見えない。

町をつくる担い手を増やすことがゴールでは？

14 12 現状と課題

本町では、「お試し暮らし」などの移住施策のほか・・・利
用者が少なく、・・・
⇒利用者は少なくはない。利用者が重なり物件が足りな
い。情報発信の不足が問題では

不動産業者との情報共有、連携が必要では？

15 12 成果指標
移住促進事業による移住世帯（累計）
⇒事業による結果をカウントしているが、相談を受け物
件探しをしているが、それはカウントされない。

・移住を希望しているが実現していない方の数の把握も
必要では？
・【主要施策】（３）②移住を視野に入れた関係人口・交流
人口に努めます。
⇒移住されなくても、物件探し等相談で訪れても関係・
交流人口にカウントされるのでは？

16 12・13
現状と課題
主要施策

国際化・多文化共生について記載されたことが良い。 【いいね！】

17 12・13 その他
外国人材の記載の中で、交流や支援は記載されている
が、目指すところで「定着・定住」という文言が欲しい。

【未整理】
多文化共生社会の実現の文言で読み取れるのではと、
議論があったが、最終的な結論に至らず。

18 13 主要施策
（２）外国人材の誘致
①誘致する目的を具体的に記載する必要があるので
は？

多様な外国人材を誘致することで、人口減少に歯止め
をかけ、地域の課題解決、・・・

グループワーク「後期基本計画（素案）記載内容の意見交換」意見
意　見

№ 該当頁 該当項目



内　容 補　足

グループワーク「後期基本計画（素案）記載内容の意見交換」意見
意　見

№ 該当頁 該当項目

19 13 主要施策

国際化を進めるにあたって、今の風潮（日本人ファース
ト等）もあり、どこまで進めるのか。ニセコ化するのは望
ましくない。国の外国人施策の議論も踏まえて適正な範
囲とするべきでは。

「主要施策（2）外国人材の誘致」を下記のとおり修正し
ては？（目的を前に持ってきて明確にする）
【修正前】①中標津町の認知度を高め、多様な外国人
材を誘致することで、地域の課題解決、活性化を図りま
す。
【修正後】①地域の課題解決、活性化を図るため、中標
津町の認知度を高め、多様な外国人材の誘致を推進し
ます。

20 13 主要施策
外国人関連で、就職先の企業との連携も書いてあると
よいが、そこまでは難しいか？

21 13 主要施策 （１）に関連して、日常的な交流の場はあるのか。
書きぶりは修正しなくてよい。書くと具体的すぎるの
で・・・

22 13 主要施策
（４）③若者が挑戦できる環境づくり
⇒ＫＣボードなど創ることを目指せるように、もう少し踏
み込んだ記載にしてほしい。

「若者が創業するサポートを手厚くするプラットホーム構
築」など

23 13 主要施策 （４）の③、若者の挑戦、よい 若者の定義、子どもの定義がほしい

24 13 その他 老人の挑戦を応援することは整理されない？

25 13 主要施策
（５）複合型交流施設の整備検討
⇒（道の駅的機能）の整備・検討をして、外国人材の働く
場所、名産物のアピール、飲食業の発展になると思う。

具体的に記載がされて、いいね！！

26 13 主要施策
道の駅的機能を備えた複合施設はぜひ作ってほしい。
（避難シェルター的な部分も含めて）

【いいね！】

27 13 主要施策
（５）複合型交流施設の整備は大事。地域の人が集ま
る、地元の人が愛する施設になるように。整備をもっとア
ピールできるとよい。

書きぶりはOK

28 14 その他 町がというより、国家単位での話で難しい問題 この記載内容で、いいね！！

29 15 主要施策
小学校の学習として北方領土に関することを教えている
のはとても良い。
子どものうちから知ってもらうことは大事

【いいね！】

30 15 その他
北方領土問題の取り組みは書いてある通りで良いと思
う。

町としてはこれ以上やりようがない。あとは国の取り組
み。

31 15 その他
北方領土関係について、学校教育の目標にも入れよ
う！

32 16 成果指標
町の審議会等委員に占める女性の割合
⇒目標（R12年度）４０.０→５０.０でいいのでは？

４０.０の根拠があるのであればいいかもしれないが、目
指すところは、
５０：５０

33 16 現状と課題
議会でもパートナーシップ制度については導入すべきと
話しが出ていた。
誰でも住みやすいまちにするには必要なこと。

【いいね！】

34 17 主要施策 パートナーシップ制度の導入は良い。 【いいね！】

35 17 その他 計画はこれでよい。７期はもう少しすすめたい。

36 18 成果指標
実質公債比率、将来負担率は高いとよいのか、低いと
よいのか書いてあるとよい。

37 18 現状と課題
９行目、「分野間の横断的連携の強化」の文言、いいで
すね

38 20 現状と課題
情報化の推進について、より具体的な表現になっている
のは良い。

【いいね！】



内　容 補　足

グループワーク「後期基本計画（素案）記載内容の意見交換」意見
意　見

№ 該当頁 該当項目

39 20・21 その他 行政側へ町民から発信しやすい手法を作ってほしい。

【計画への記載ではなく、具体的な意見として整理（委
員了承）】
以前、役場に写真をメールで送れなかったことがあった
ことからでた意見。（もっと簡単に送れる手段が欲しい）

40 21 主要施策
（１）②のペーパーレス化、経費節減にはなるが、「ペー
パーレス化」してはいけないものもあるのでは。教科書
も紙媒体は残っている。

文言整理というよりは、施策を実施する上での注意？？

41 25 主要施策
子育て支援（負担軽減）細かい内容はこれからだと思い
ますが、安心して子供を産めるようお願いします。

【計画への記載ではなく、具体的な意見として整理（委
員了承）】

42 25 その他
少子化対策について、どの分野かわからないがどうする
のか。

【未整理】
少子化対策については、それぞれの分野にまたがるので横断的な
部分になるのか、記載するとしたらどこかなどの議論となったが結
論は出ず未整理のままとなった。

43 26 現状と課題
高齢者福祉の充実の中では健康寿命については触れ
られないのか。

【未整理】
高齢者一人ひとりが元気で活動的に生活できるとの記載はあるが、
高齢者福祉の充実においても健康寿命の記載があってもいいので
はとの議論があった。

44 27
みんなの行

動目標
「介護予防に取り組みましょう」の追加

介護予防については、本人の意識も重要なので、みん
なの行動目標に入れるのはどうかとの発言あり。

45 29 主要施策 手話について記載されているのが画期的 【いいね！】

46 29 主要施策 障がいについては、早期発見、早期の手立てが重要

【計画への記載ではなく、具体的な意見として整理（委
員了承）】
主要施策に対しての意見であり、特に文言変更ではな
いとのこと。

47 30 現状と課題

文章の中の、「社会的・経済的に弱い立場」という表現
は当人にとっては上から目線に捉えられるのではない
か。
「困難を抱える、支援を必要としている」等に変更しては
どうか。

【文言の修正】
本人にとっては弱い立場と言われることに抵抗があるの
で言い方は変えるべきとのことで委員合意

48 30 現状と課題
町内会の重要性について記載してもいいのではない
か。

【未整理】
相互扶助の体制が崩れている。地域住民の助け合い（共助）の記載
について、相互扶助、共助においては町内会が重要となってくる。
町内会については1章に記載されているが、色々な場面に記載して
もいいのではとの発言や、町内会としての具体的な部分でもあるこ
となど議論が交わせたが結論は出ないまま終了。

49 31
みんなの行

動目標
ボランティアや地域活動への参加だけではなく、みんな
の意識の高揚も必要。

【文言の追加】
どういった記載がいいのかは最終的に出なかったが、
共助の観点からみんなの意識については記載すべきと
の委員意見。

50 32 現状と課題
主要施策に新たに自殺対策が記載されたが、現状と課
題の中に自殺対策についての記載がない。

【文言の追加】
主要施策とするなら、中標津町の現状や課題を記載す
るべきと、委員意見一致。

51 32 成果指標
自殺率の目標の全国平均以下について、現状の率など
わからないと、どのくらいの差があるのか見えない。

【修正してはどうか】
成果指標を直すのか、現状と課題の中に記載するのか
どちらでもいいが、中標津町の現状がわかるようにする
べきとの意見

52 33 主要施策
不妊治療については、晩婚化などから、結婚してから欲
しいとなってっも遅い場合があるので未婚の人にも情報
が届くようにしてほしい。

【未整理】
不妊治療については、受けることが決まった方への支
援だけでなく、受ける前の段階での相談も必要との発
言。（時間なく議論されなかった）

53 41 主要施策
（１）②農産物の品質向上を図るとともに、付加価値向上
に向けた生産・加工・販売を促進します。
→「支援に取り組みます」等、具体的に記載してほしい。

促進しますだと、実績が見えにくい。



内　容 補　足

グループワーク「後期基本計画（素案）記載内容の意見交換」意見
意　見
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54 45 主要施策
【課題と現状】で中心市街地を挙げているが、中心市街
地だけではなく、町全体にのイベント開催へ支援など、
郊外でのイベントを排除しないようにしてほしい。

商工業で、都市計画（用途地域）の考え方を説明し中心
市街地の空洞化問題に理解を示し、市街地活性化、賑
わいの創出は大事だが、各地域での活動、イベント開
催も大事で町全体で活性化が必要ではとの意見

55 47 主要施策

事務局からも説明があったが、根室・釧路・オホーツク
管内の地域間連携は、「観光客目線で考えると、町の区
切り行政区分は関係ない」といった背景を加えたほうが
指針となるのでは。

【主要施策】（３）①で各管内で地域間連携の必要性を強
調できるのでは

56 49 現状と課題

（１）②特産品のブランド化に向けた支援や技術指導に
取り組みます
→販路拡大の支援も記載してほしい。「地域商社設立支
援」など具体的な取組に繋がる文言を記載してほしい。

販路拡大が課題、ＰＲや商談（商談会・デーパートバイ
ヤー）売り込みに支援が必要では。

57 50 現状と課題
【成果指標】2021（R3）から「奨学金返還支援事業の利
用人数」が０はＰＲ不足などあるのでは。自治体から助
成金など支援が必要では？

【現状と課題】【主要施策】（２）へも「奨学金返還支援事
業」の記載がない

58 51 主要施策

（２）②働き手不足解消を目的としたＵ Ｉ Ｊターンを推進し
ます。
→「に取り組みます」等、具体的に事業に取り組んでほ
しい。

・例）観光協会では、働き方改革推進事業（厚労省）を活
用し、移住体験を含めたお仕事体験を検討中

59 55 主要施策
外国資本の土地利用について規制を作成した方が良い
のでは？

60 56 現状と課題
ソーラーパネルについて、現状と課題をもう少し保全に
力を入れたニュアンスにするべき。

61 58 現状と課題
中標津空港の利用者が増加しているのはとても良い。
反面、観光客が増加する事によるシカ交通事故への啓
発強化も必要では？

62 59 主要施策 道路の維持は大事。しっかり取り組んでほしい。 記載内容はＯＫ。

63 59 主要施策
バスの利用促進として景観スポットツアーを企画してみ
ては？

64 62 現状と課題
防災について町内会との連携や、町内会として役割に
ついて具体的な書き方をした方が良い。

防災に対して町内会として具体的にどう関わるべきか示
されていない。町内会に入る事で防災のメリットを感じる
ようになれば良い。

65 66 現状と課題
「近年、増加傾向にあるヒグマやカラス、キツネ、エゾシ
カなど」に「犬報告フォーム」の運用を始めているので、
「野犬」も記載しては？

66 74 現状と課題
８行目「町の良さや特性を生かした教育＝地域に根差し
た教育、いいね

67 74 現状と課題
「先生方が子どもたちにより良い学びを提供できる機
会」のような文言の整理があれば。

68 74 主要施策
（２）①小中一貫→幼小中高専というビジョンがそろそろ
あってもいいのかな？
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69 74 主要施策
（２）④「個別最適な学び」と「協働的な学び」は学校的な
表現だけどこれでよいのか？「対話的な学び」という表
現はどうか？

子どもたちの「個別最適な学び」と「協働的な学び」を推
進する→子どもたちの「対話的な学び」を推進する　と修
正案を出す。
修正しない場合、「個別最適な学び」と「協働的な学び」
についての注釈があるといよいかも。

70 74 主要施策
（２）⑤外国語でのコミュニケーション能力の育成、いい
と思います。

71 74 主要施策
（２）⑦地域の教育力向上、ここをもう少し。「学校を核と
して地域づくり」に相当する文言がない。

72 74 主要施策
（２）⑦「教育関係団体への支援」がよい意味で気になる
ので、どのような支援を想定しているか知りたい。

73 74 主要施策

（３）町にとってN高は永続的な発展につながる。まずは
農高だが、そろそろN高の関わりがあってもよいのでは。
農高とN高の良さはそれぞれ違う。高校存続のためス
ポーツや文化を通して小中とつながる。

74 74 主要施策
（３）子どもたちが将来にわたって文化・スポーツ活動に
継続して親しむ機会確保・・・いいね

75 74 主要施策
（５）①地場産品等を活用し、地域との連携による「食」を
中心として地域の魅力を向上することで、学校の魅力向
上を図ります。といった表現はどうか？

76 74 主要施策
（５）①逆に「学校が地域の魅力を向上する」ということは
ないか？

77 74 その他
いじめの未然防止や早期発見、不登校などはどこか読
み取れるところはあるか？

ただこれらを記載すると、いじめや不登校がある前提に
なるので、マイナス的な表現かもしれないが

78 77 目指す姿
「町民が生涯にわたって学習するため、ファシリテーター
等を活用することで「場所」「機会」～目指します。」として
はどうか。

79 77 その他 大人の学びの書きぶりが少なく感じる。

80 78 主要施策
（２）②郷土館や関連施設の利活用を含めたあり方を検
討～としてはどうか。


